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１．はじめに 

 河川堤防は、長い治水の歴史の中で、過去の被

災の状況に応じて、補強、補修工事を重ねて築造

された長大な構造物である。そのため、河川堤防

の安全性を将来にわたり確保するためには補強と

の両輪として点検等を行い、安全性に影響を与え

る箇所を効率的かつ確実に検出し、状態の監視を

行うことが重要である1）。河川堤防の点検は、徒

歩による目視観察を基本とし、毎年、堤防の全延

長にわたり行われている。限られた人員、予算内

で点検を行う必要があり、一層の効率化が望まれ

ている。また、目視点検は点検者の技量の違いに

より結果が異なる場合があるため、計測機器など

を活用し、変状の状態を確実かつ定量的に把握、

分析する手法を開発していくことも重要となる。

そのような調査手法として、電気、電磁などの物

理探査手法を複数組み合わせ堤防内部の土質を把

握する手法や、レーザ測量機器とGPSを搭載した車

両により詳細に堤防の形状を測量する手法につい

て研究が行われている。 

河川研究室では、堤防の点検についても補強と

同様に安全性確保の効果を評価することにより、

点検・補強を一体的に捉えて合理化・効率化する

ことを目指した研究に取り組んでいる。その一環

として熱画像から堤防表面の浸潤部を検知する手

法について検討を進めている。 

 

２．赤外線調査手法の河川堤防への適用上の課題 

赤外線を使用した調査手法は、コンクリート構

造物などの点検・診断で実用化されており、日射、

気温変化により生じる表面温度の日変動を熱画像

として測定し、熱容量などの違いにより生じる温 

表 赤外線調査手法の河川堤防への適用上の課題 

課題1  
堤防のり面の浸潤部に熱画像から判別できる程度

の温度差が地表に現れるか 

課題2  堤防のり面は植生で被われているが、地表の温度

差を検出することが可能か 

課題3  堤防のり面の土質は不均質であるが、土質による

温度差への影響はどの程度か 

課題4  
延長の長い堤防では同一の気象条件下での熱画像

の取得は困難であるが、条件によらず欠陥部を検

出できるか 

課題5  
上記に関連して、遠距離撮影による効率的な調査

は可能か 

 

度差から欠陥部を検出する手法である。河川堤防

への適用の課題を上記表に示す。 

 

３．成果及び今後の課題 

 実堤防ののり面に温度・土壌水分センサーを埋

設して日変動を測定するとともに、併せて赤外線

サーモセンサーによる熱画像の取得を行った。そ

れらの結果、植生の影響のない裸地であれば浸潤

部と非浸潤部で温度差が生じうることが確かめら

れた（課題1）。今後、その結果をさらに分析し、

温度差が大きく現れる気象条件を把握する予定で

ある。また、植生の被覆度、草丈の影響（課題2）、

堤防の土質物性値の違い（課題3）、検知可能な時

間帯の検討（課題4）、撮影距離の限度、角度の影

響（課題5）といった実用化に向けての課題につい

ても検討を深めている。本研究の成果が、河川堤

防を点検する際の点検技術の効率化、質的向上に

貢献するものとなるように今後も検討を進めたい。 
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１．はじめに 

空港舗装の調査、評価、補修設計・施工につい

てまとめられた「空港舗装補修要領（案）」が平

成23年4月に全面的に改定され「空港舗装補修要

領」が制定された。今回の改定では、平成20年に

改定された空港舗装の新設時の設計法と同様に、

補修時の設計法も性能規定型設計法へ移行し、調

査・材料・施工に関する種々の規定についても、

空港研究部で実施した研究成果等を踏まえ改定さ

れた。以降では、改定点の一部を紹介する。 

 

２．調査に関する改定内容 

アスファルト舗装の層間剥離を非破壊で検知す

る手法としては打音調査が一般的である。しかし

ながら、広範囲の調査を実施するには多大な時間

と労力を要することが課題であった。 

層間剥離を効率的に検知する新しい手法として、

熱赤外線調査について検証した結果、舗装温度が

高い日中や夏季の夜間については迅速に調査が可

能であることが確認されたため、新補修要領に熱

赤外線調査が新たに追加された。 

熱赤外線調査では、層間剥離部と健全部の表面

温度に温度差が発生する現象を利用し、層間剥離

の位置を検知する。具体的には、熱赤外線カメラ

により舗装表面温度を面的に観察・記録し、周辺

部との温度差が発生している箇所（写真-1）を特

定する手法である。 

 

３．材料・施工に関する改定内容 

雨水の速やかな排水や表面摩擦の確保を目的と

して滑走路表面に設けられているグルービング

（幅6mm、深さ6mmの溝）は、写真-2のような目

つぶれ・角欠け等の破損を防止するため、アスフ

ァルト舗装施工後2カ月以上経過した後に施工を

行うこととされていた。しかしながら、空港にお

ける施工後の観測の結果、改質アスファルト混合

物に施工されたグルービングは、ストレートアス

ファルト混合物に施工されたものよりも耐久性が

高いことが確認されたため、新補修要領では、表

層に改質アスファルト混合物を用いた場合の養生

期間が1ヶ月以上に改定された。 

 

写真１ 熱赤外線画像（中央の青色の円が剥離部） 

 

写真２ 破損したグルービングの例 
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